
 

第 78 回伊達市災害対策本部会議 

平成 23 年 6 月 24 日（金） 

16 時 45 分～ 

保原庁舎 2 階応接室 

 

 

1 放射線関係 

 

 

 

 

2 避難者（所）関係 

・避難者受入・運営状況（健康福祉部） 

・避難所別意向調査集計表（健康福祉部） 

 

 

 

3 その他（別紙参照） 

・環境放射線測定結果 

・第 162～164 回福島県災害対策本部会議の概要 

・災害対策号（第 15 号）について 

 

 

 

 

 

次回 ・ 



 

第 78 回本部会議の内容について（概要） 

 

1 実施日時等 

平成 23 年 6 月 24 日（金） 16：45～17：10 

 

2 内容 

1 放射線関係 

   （市民生活部長より） 

    市長から、災害対策号第 15 号の前段部分について、コメントをいただきます。 

   （市長より） 

    今日、田嶋政務官（原子力災害対策本部 現地本部長）が来られた。当面の伊達市の状況と 

    これまでの放射線関係について説明した。 

    災害対策号第 15 号に書いてあるが、霊山町上小国・石田地区の今後の対応についてというこ 

    とで、ホットスポットとして国が特定避難勧奨地点の指定をする。計画的避難区域では、原則 

    全世帯避難が義務付けられており厳しい内容になる。もちろん全員避難するような状況にある 

    のだから義務付けている。計画的避難区域と根本的に違うのは、区域ではなく住宅単位で指定 

    するということ。もうひとつは、避難するかしないかは住民の判断によること。これに該当す 

    るのが上小国となっているが小国地区だ。我々の従前の把握でも下小国が高いと把握していた。 

    国の６月３日の発表だと上小国の方が高いとなっていたが、測定の仕方が機械的に定めた標準 

    点により、人が住んでいないようなところも計測していることからの違いではないか。それか 

    ら既にやっている石田坂ノ上・八木平地区もホットスポットの対象地区。石田坂ノ上・八木平 

    地区を伊達市独自の対応でやるとなったときの背景としては、計画的避難区域に伊達市の一部 

が入るが、対象としない政府発言があったから地区単位での対応とした。ここは 44 世帯あ 

るが地域全体を対応しているので、特定避難勧奨地点として指定してもらいたいと要望はして 

いるところである。結果については、今後、正式に国・県・我々で協議して最終的に国が認定 

する。 

「避難勧奨地点に指定された後において除染活動などにより放射線量が下がった場合には、国 

・県に対して速やかに解除の要請を行ってまいります」というのが大事なことで、除染活動と 

いうのが前提となる。できるだけ早く戻れるような努力をしないといけない。 

政務官にも話したが、一昨日、飯舘村で役場も移転した。そのときの村長の談話の中に２年間 

という話があった。村長は目標だと言っていた。２年のあいだに除染活動が進んで戻れるよう 

に目指そうと。また、飯舘村は計画的避難区域に入ったが、部分的には特定避難勧奨地点とい 

うふうに指定替えをしてもらうことを望んでいると。ということは、計画的避難区域では簡単 

には戻れない。避難勧奨地点になれば自由意志であり戻りたければ戻ってよいが、計画的避難 

区域との違いはここである。 

この制度はこれからだが、ひとつの柔軟な制度としては実態にあった制度になるのではないか。 

来週以降、正式に決まれば対応することになるのだから、関係部局は準備をされたい。市営住 

宅や家電６点セットなど事前に話が進められるのは進めておいてほしい。 

 

2 避難者（所）関係 



 

・避難者受入・運営状況（健康福祉部） 

    健康福祉部長が資料により説明した。 

 6/30 を目途に移動する方向で進めている。 

 

・避難所別意向調査集計表（健康福祉部） 

    社会福祉課長が資料により説明した。 

    仮設住宅申請中の方は、南相馬市に建築中の仮設住宅を希望している。南相馬市では 1,600 戸 

    の仮設住宅を建てるが、現在 2,800 戸ほど申し込みがある。 

    6/30 をもって梁川体育館は閉鎖をする。梁川体育館、伊達ふれあいセンターの了解をいただい 

    ている。 

   （健康福祉部長より） 

    6/30 に総務企画部・健康福祉部・支所にお願いして片付けたいと考えている。 

   （市長より） 

    分かりました。支援すべきことは支援するようお願いします。 

    梁川体育館の方は掃除して一般の方に使ってもらえるようにすること。 

     

3 その他 

・環境放射線測定結果 

市民生活部長が資料により説明した。 

 

・第 162～164 回福島県災害対策本部会議の概要 

市民生活部長が資料により説明した。 

    

   ・災害対策号（第 15 号）について 

 

   （市民生活部長より） 

    来週 6/28（火）パトロールの出動式となります。 

   （市長より） 

    石田八木平・坂ノ上地区の避難が始まったので、空き家対策等のパトロール強化として出動式 

    を行う。今後、もし小国地区が避難勧奨地点になって、その中で避難することとなればそこも 

対象となってくる。 

     

   （市長より） 

    今日の本部会議から衛生処理組合も出席してもらっています。 

    瓦礫の処理やゴミの持ち込みなどの放射性物質の廃棄物の問題がある。衛生処理組合も受け入 

れたり、受け入れなかったりあるので、構成町で協議をしてもらおうと思っている。伊達市と 

してもいろいろ言っていただきたい。言われてもすぐ出来ないことはたくさんあるが。 

    衛生処理組合の管理者として申し上げるが、衛生処理組合は今度、粗大ゴミの処理機について 

    新設することになった。今年度工事でＨ24.3 月に完成。これは、今、屋外で行っているものを 

    建屋を作りその中で処理する。 



 

    焼却炉の取替えも控えている。今の焼却炉で放射能関係の物質を焼けるのか。このことについ 

    て環境省で近く検査に来る。集塵機にバクフィルターという煙を袋にとおして浮遊物を取っ 

    てしまう方式があり、これであればいいということだが、伊達地方衛生処理組合のは電気集塵 

    機である。電気集塵機では 99.5％、バクフィルターだと 99.9％集塵する。ただ、この集塵し 

    たものの最終処分の問題がある。除染による草刈り、ヒマワリの処分をどうするか。セシウム 

    を吸い上げているヒマワリを最終処分場で埋めるというのも一つの手だが、最終処分場という 

    のは、そんなに確保できない。そうするとできるだけ量を減らすしかないが、燃やすのが一番 

    いいということになる。ヒマワリなども燃やすことができるのか。 

   （衛生処理組合総務課長より） 

    7 月 5・6 日に文科省の受託団体の日本分析センターで、衛生処理組合の集塵機でどのくらい 

    放射能を軽減するか、あるいは噴出ガスにどのくらい放射性物質が含まれているか検査をする。 

    検査結果については公表されるが、その検査結果を見て環境省の方で判断するようになると思 

    う。 

    検査結果については、7/15 頃に第 4 回有識者会議があり、そのときに検討材料となる。衛生処 

    理組合にも 7 月中旬には検査結果が届くので速やかに管理者に報告します。 

   （市長より） 

    もう少し先になるが除染活動に入ったりすると、いろいろ出てくることになるが扱いに困る。 

    我々だけでは結論は出せないので、環境省にもお願いしているし、今日の田嶋政務官にも伝え 

    た。 

    最終処分場が決まらないとダメだということではなく、何でも持ち込むということは最終処分 

    場を際限なく準備しなければならないことになる。最終処分場の確保というのは、金の問題で 

    はなく、周辺の同意の問題など簡単ではないことを考えると出来るだけ少なくするということ。 

    最終処分に持っていくのを少なくするためには、途中経過において何をやればいいのか。一つ 

    は燃やすこと、もう一つはリサイクルにまわすこと。リサイクルするためには、放射性物質を 

    何らかの方法で取り除いていけばリサイクルにまわせるようになるのではないか。そういうこ 

    とを検討しておかなければダメだ。そういう意味では衛生処理組合の処理能力を上げていく必 

    要がある。燃やした灰やバクフィルターで掴んだ放射能含有物の最終処分について衛生処理 

    組合に検討してもらいたい。 

    一部汚泥も焼いているのか。 

   （衛生処理組合総務課長より） 

    汚泥については、従来は埋め立て処分をしている。今回は放射線が高いということで、作業員 

の被爆を考え、環境省の指示を待っている。環境省の判断でも時間はかかるが、環境省だけの 

問題ではなく、関係省の判断も合わせるとさらに時間がかかる。 

   （市長より） 

    それについては、早くやってもらうしかない。 

    衛生処理組合も放射性物質を扱うところとなると、しかるべき準備を用意しておかなくてはな 

    らない。 

   （衛生処理組合総務課長より） 

    作業職員の健康管理、被爆量調査、マスク・手袋等を徹底し、作業時間についてもできるだけ 

    短時間ですむようなシフトを開始している。 



 

   （総務企画部長より） 

    し尿の汚泥から検出されてはいないですよね。 

   （衛生処理組合総務課長より） 

    し尿の汚泥については検査実施済み。8,000 ベクレル以下ということで、700 ベクレルくらい 

なので問題なしである。 

   （市長より） 

    700 ベクレル出ているということは内部被爆しているのではないか。ゼロではないということ 

    を自覚しなければならない。 

    これからは、最終処分的なことを含め検討していかなければならない。 

    今回から衛生処理組合に出席してもらっているのは、最終的には衛生処理組合に頼ることにな 

    るのではないかということで出席をお願いした。 

 

《次回本部会議》 

平成 23 年 6 月 28 日（火）17：00  本庁舎 2 階 応接室において 

 

（文責：齋藤 孝幸） 


